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○

御

案

内

九

月

二
十

七

日

（
木

）

十

一
時

半

入

館

可

、

挨

拶

中

川

雅

治

環

境

大

臣

講

題

地

球

温

暖

化

対

策

の

経

過

と

今

後

の

対

策

に

つ

い

て
！

講

師

南

川

秀

樹

先

生

（
元

環

境

事

務

次

官

、

現

一
般

社

団

法

人

日

本

環
境

衛

生

セ

ン

タ

ー

理
事

長

）

◎

日

本

は

、

緯

度

か

ら

し

て
、

春

夏

秋

冬

の
四

季

が

あ

っ
て

風

光

明

媚

、

住

み

や

す

い
気

候

の
よ

い
国

と

い
う

認

識

が

あ

っ
た

。

し

か

し

、

近

年

は

お

か

し

い
。

夏

の
気

温

が

連

日

三

五

度

前

後

、

所

に

よ

り

四

〇
度

に
も

な

っ
て

い

る

。

気

温

か

ら

し

て
も

、

も

は

や

亜

熱

帯

、

い
や

熱

帯

化

し

て

い

る

、

と

感

じ

る

。

そ

れ

に
、

近

年

の
梅

雨

の

し

と

し

と

雨

で

は

な

く

、

む

し

ろ

、

局

地

集

中

豪

雨

で
、

ス

コ
ー

ル
化

し

て

い
る

。

す

な

わ

ち

、

四

〇

度

近

い

気

温

で

日

常

生

活

が

む

ず

か

し

い
地

域

が

あ

る

反

面

、

北

九

州

や

広

島

県

、

岡

山

県

な

ど

で

は
連

日

の
集

中

豪

雨

で
、

河

川

が

氾

濫

し

、

多

く

の
方

々
が

亡

く

な

り

、

ま

た

家

屋

や

財

産

を

失

っ
て

い

る

。

し

か

も

、

こ

う

し

た

情

況

は

日
本

だ

け

で

は

な

く

、

世

界

中

に

被

害

が

出

て

い

る

と

い
う

。

世

界

の
中

に
は

、

C

O

2

の

問

題

で
は

な

い
、

地

球

温

暖

化

で
も

な

い
、

と

い

う

学

者

や

指

導

者

も

い
る

が

、

我

々

は

、

近

年

の
体

験

か

ら

、

地

球

環

境

の
異

常

を

感

じ

て

い
る

。

そ

こ

で

こ

の
た

び

は

、

環

境

一
般

に

つ
い

て

長

年

研

究

し

て

お

ら

れ

る

元

環

境

事

務

次

官

・
南

川

秀

樹

先

生

に
御

講

話

い

た

だ

き

ま

す

。

奮

っ
て
御

参

加

を

！

（
清

原

記

）

口

当

日
会

費

（
昼

食

付

き

）

会

員

は

三

千

円

、

非

会

員

五

千

円

。

案

内

〔平
成
三
＋
年

通
算
第
六
八
八
回
〕

公

益

財

団

法

人

協

和

協

会

正
午

～

午

後

二
時

半

参

議

院

議

員

会

館

地

下

一
階

B

一
〇

九

会

議

室

〔
環

境

大

臣

か

ら

、

冒

頭

御

挨

拶

が

あ

り

ま

す

。

奮

っ
て

の
御

出

席

を

！

〕

伽
脚

廿
万

々
徊
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▽

九

月

二
十

五

日

（
火

）

ま

で

に
出

欠

の

御

連

絡

賜

り

た

く

。

 

◎

御

報

告

い
ま

世

界

は

、

ト

ラ

ン
プ

大

統

領

の
発

言

に
振

り

回

さ

れ

て

い

る
。

大

統

領

就

任

に
当

た

っ
て

の

「
ア

メ

リ

カ

フ

ァ
ー

ス
ト

」

は

、

当

初

は

、

戦

前

に

ア

メ

リ

カ

が

採

っ
た

「
国

際

社

会

か

ら

背

を

向

け

、

ア

メ

リ

カ

国

内

に

閉

じ

こ
も

る

孤

立

主

義

」

政

策

か

と

思

わ

れ

た

が

、

そ

の
後

の
ト

ラ

ン
プ

大

統

領

の
言

動

は

、

そ

う

で
は

な

く

、

北

朝

鮮

の
金

正

恩

と

積

極

的

に

会

談

し

た

か

と

思

う

と

、

シ

リ

ア
内

の
政

府

軍

と

ロ
シ

ア

の
軍

事

施

設

に

ミ

サ

イ

ル

攻

撃

し

た

り

、

イ

ス
ラ

エ
ル

の

テ

ル

ア
ヴ

ィ
ヴ

に
あ

る

ア
メ

リ

カ

大

使

館

を

エ
ル

サ

レ

ム

へ
移

転

し

て

ア

ラ
ブ

諸

国

を

刺

激

し

、

イ

ラ

ン
と

絶

縁

し

た

り

、

さ

ら

に
、

鉄

鋼

や

ア

ル

ミ

ニ
ウ

ム

に

二
十

五

％

の
関

税

を

課

す

の
を

初

め

、

中

国

だ

け

で
な

く

、

同

盟

国

E

U

と

も

事

を

構

え

、

世

界

中

を

か

き

回

し

て

い

る

。

ト

ラ

ン
プ

と

い
う

人

は

世

界

を

革

新

す

る

先

駆

者

に
も

見

え

る

が

、

世

界

秩

序

を

破

壊

す

る

大

変

な

人

物

に
も

見

え

る
。

そ

こ

で
、

七

月

二
十

七

日

（
金

）

の
月

例

会

は

、

「
ト

ラ

ン
プ

と

ア

メ

リ

カ

の
将

来

！

」

と

題

し

、

読

売

新

聞

東

京

本

社

編

集

局

長

、

副

主

筆

を

も

務

め

ら

れ

、

特

に

ア

メ

リ

カ

通

で
知

ら

れ

た

浅

海

保

（
た

も

つ
）

先

生

に
、

ト

ラ

ン
プ

な

る
人

物

に

つ
い

て

の

分

析

を

お

願

い
し

た

。

当

日

の
浅

海

保

先

生

は

、

こ

の

日

の
た

め

に
作

ら

れ

た

映

像

や

資

料

を

駆

使

し

、

ア

メ

リ

カ

建

国

の
歴

史

か

ら

、

一
八

二

三

年

、

ア

メ

リ

カ

大

統

領

モ

ン

ロ
ー

の

「
ア

メ

リ

カ

は

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

大

陸

に

干

渉

し

な

い
代

わ

り

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

も

ア

メ

リ

カ

へ
手

を

出

す

な

」

の
演

説

を

引

用

さ

れ

、

し

か

し

、

そ

の
後

モ

ン

ロ
ー
主

義

は

廃

れ

、

ア

メ

リ

カ

が

世

界

を

一
国

支

配

し

て

ゆ

く

経

過

が

説

明

さ

れ

、

さ

ら

に
、

オ

バ

マ
前

大

統

領

が

言

っ
た

よ

う

に

「
ア
メ

リ

カ

が

世

界

の

リ

ー
ダ

ー

と

い
う

時

代

は
去

っ
た

」

の

に
、

ト

ラ

ン
プ

は

「
ア

メ

リ

カ
を

偉

大

な

国

家

に
す

る

」

と

言

い
、

支

持

者

か

ら

は

拍

手

を

浴

び

て

い

る

が

、

危

険

な

事

態

だ

。

そ

し

て
、

こ
れ

か

ら

ト

ラ

ン
プ

氏

が

ど

う

な

る

か

に

つ
き

三

つ
の

ケ

ー

ス
を

挙

げ

、

そ

れ

は

、

今

秋

の
中

間

選

挙

で
、

ど

う

い
う

結

果

が

出

る

か

が

決

め

手

と

な

る

、

と

の
趣

旨

の

お

話

で
、

な

る

ほ

ど

、

と

一
同

大

層

勉

強

に
な

り

ま

し

た

。

（
清

原

記

）

▽

当

「
公

益

財

団

法

人

協

和

協

会

」

と

は

昭

和

四
十

九

年

、

岸

信

介

元

総

理

に
よ

っ
て
創

立

さ

れ

た

財

団

。

活

動

趣

旨

は

、

「
政

党

・
派

閥

・
利

害

・
打

算

の
次

元

を

超

え

て
、

真

に

国

家

的

課

題

を

研

究

調

査

し

、

特

に
重

要

課

題

は

、

政

府

宛

要

請

書

を

作

っ
て
、

時

の
政

府

へ
提

出

す

る

」

こ

と

に
あ

る

。

昭

和

五

十

四
年

か

ら

本

格

活

動

に
入

り

、

月

例

講

話

会

の

ほ
か

に

、

八

つ

の
部

会

と

、

五

～

六

の
委

員

会

が

あ

り

、

こ
れ

ま

で

に
百

三

十

七

本

の
要

請

書

を

時

の
政

府

に
提

出

し

て

い

る

。

第

二

代

会

長

は

福

田

迎

夫

元

総

理

、

第

三
代

会

長

は

櫻

内

義

雄

元

衆

議

院

議

長

、

第

四
代

会

長

は

塩

川

正

十

郎

元

財

務

大

臣

、

第

五

代

会

長

代

行

と

し

て
、

江

口

一
雄

元

衆

議

院

議

員

、

現

在

、

第

六

代

は

代

表

理

事

兼

会

長

代

行

と

し

て
、

岸

信

夫

衆

議

院

議

員

・
前

外

務

副

大

臣

・
現

議

院

運

営

委

員

会

理

事

が

就

任

し

て

い

る

。

▽

事

務

局

電

話

（
0

3

）

3
5
8
1
1
1
1
9
2

代

表

理

事

兼

専

務

理

事

・
清

原

淳

平

、

総

務

重

田

、

高

津


